
あっという間にお片付けだね

保育のねらい・友達との関わりの中で、疑問に思ったことや分からないことを尋ねてみようとする。

保育の振り返り
・10月に入ってのさくら組さんは運動会が一段落して、遊びこむことを楽しんでいます。砂でドーナツをたくさん
机に作ると年少さんが近くに来てくれ、触れ合っている最初は恥ずかしかったのか、保育者や年少さんが積極的に
声をかけていくと、小さな声で「チョコドーナツどうぞ。」と声をかける姿がありました。また、時間が経つにつ
れ、笑顔で発言する姿も見られました。このことから私自身、時間が経つということはとても当たり前のことです
が、子ども達にとっての時間の概念は大人とは違って本当に大切であることを改めて感じることが出来ました。ま
た、言葉を交わさない時の様子も少しずつ変化してきたのを（言葉では言い表せないのですが）さくら組の子達と
10月までを関わってきて感じるようになりました。「お片付けするよ。長い針４のとこね。」と伝えていても切り
替えが上手くいかない時が多い毎日ですが、ひとりひとりの切り替えポイントは違っていて当然だと思うので、私
も分かるようにまだまだたくさん面白い会話の中で見つけていきたいと思います(^^)（自立心、道徳性・規範意識
の芽生え、言葉による伝え合い、協同性）

対象：4歳児さくら組
作成日：2020年10月14日
作成者：池下桃代

ブロックでピアノ作ってみたよ♪ 難しいテンテン塗りに挑戦！お砂は作りたい物がたくさん作れるよ


